
 

 

 

 

 

神石小学校本物体験活動 
９月２０日（金）に、神石小学校本物体験活動を行いました。この体験活動を通して、自分たちが暮らす神

石の素晴らしさを感じ取り、地域に誇りと愛着をもつ児童を育成することをねらいとして行いました。 

初めにスコラ高原に行き、高光にお住まいの秋山美文先生をお招きし、神石地域の昆虫や植物の観察を行い

ながら生態について教えていただきました。秋山先生は、「神石に多い赤とんぼの種類は何だと思う？」「この

土の中にはどんな昆虫がいるかな？」と子供たちが興味をもつような質問を投げかけられ、子供たちは、目を

輝かせながら答えを発表していました。子供たちにとって、初めて知ることが多く、興味をもちながら楽しく

学習することができました。 

次に、神石が誇るブランド牛や町内産の野菜を使って「神石高原カレー」を作りました。縦割り班ごとに協

力をして、野菜を洗ったり切ったりしました。子供たちは、自分たちで作った「神石高原カレー」を「おいし

い。おいしい。」と食べ、おかわりもたくさんしていました。 

最後に「帝釈峡山荘」へ移動し、「ニジマス釣り体験」を行いました。縦割り班ごとに、ニジマスを釣りま

した。高学年の児童が低学年の児童にやさしく釣り方を教える姿が見られました。釣り上げてとび跳ねるニジ

マスを素手でバケツに入れました。生きた魚を素手で触る貴重な体験ができました。釣ったニジマスは帝釈峡

山荘の方が炭火で焼いてくださいました。子供たちは、ニジマスをおいしそうにきれいに食べていました。ま

た、ニジマス釣りの順番が来るまで縦割り班でしおり作りをしました。しおりに使う葉っぱも、楽しそうに探

していました。 

 

 

 

 

   

 

   

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 自ら伸びる子・共に生きる子の育成 ～パス＆ゴール大作戦～ 

神石小だより  

神石高原町立神石小学校 

学校だより 10月号 

令和６年 10月１０日 

神石の植物・昆虫調べ 
神石高原カレー作り 

帝釈峡山荘ニジマス釣り体験 



神石高原町小学校児童陸上記録会 
９月２５日（水）、「神石高原町陸上記録会」を行いまし

た。町内の５・６年生が集まって行いました。神石小学校の

5・6年生の児童は、9月はじめから約３週間、体育の時間

や休憩時間、放課後に練習に取り組んできました。当日は、

これまでの練習の成果をしっかりと発揮することができま

した。練習へのご協力や当日の声援など、ありがとうございました。 
 

令和６年度全国学力・学習状況調査結果 

国語科 

 平均 知・技 思・判・表 

本校 65.0 72.2 59.7 

全国 67.7 69.8 66.0 

算数科 

 平均 知・技 思・判・表 

本校 72.0 79.0 61.9 

全国 63.4 72.8 51.4 

 

神石小学校の教育活動をホームページでも

公開していますので，ご覧ください 

jinsekigun.jp/school/jinsekisho/ 

「
言
葉
」
の
世
界
を
豊
か
に
！ 

先
日
ま
で
半
袖
で
も
暑
い
日
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
数
日
は
、
朝
晩
寒

い
と
思
う
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
秋
も
深
ま
り
、
祖
父
母
参
観
日
に
も
お
願
い
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
長
い
夜
に
ご
家
庭
で
様
々
な
話
を
さ
れ
る
時
間
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
本
校
は
、
広
島
県
の
小
学
校
を
代
表
し
て
、
十
一
月
一
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る

「
広
島
県
国
語
教
育
研
究
大
会
」
で
、
全
学
年
・
全
学
級
の
授
業
を
県
内
の
教
育
関
係
者
に

公
開
し
ま
す
。
特
に
、
本
校
で
は
、
今
年
度
、
文
学
的
な
文
章
を
読
む
こ
と
を
中
心
に
研
究

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
語
科
の
学
習
は
、
学
習
指
導
要
領
の
目
標
に
も
、「『
言
葉
』

に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に

表
現
す
る
資
質
・
能
力
を･

･

（
中
略
）･･

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。」
と
あ
り
ま
す
。
国
語

科
の
学
習
は
、
す
べ
て
の
教
科
・
領
域
の
学
び
や
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
す
。
私
た
ち
が
も
の
ご
と
（
の
意
味
）
を
理
解
す
る
多
く
の
場
合
に
、「
言
葉
」
を
介
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、
国
語
科
の
授
業
で
も
、「
教
科
書
に
～
～
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
登
場
人
物

は
、
～
～
だ
と
思
い
ま
す
。
」
な
ど
と
、
教
科
書
の
「
言
葉
」
に
こ
だ
わ
り
、
登
場
人
物
の
行

動
や
気
持
ち
の
変
化
等
を
想
像
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

ほ
か
に
も
、「
言
葉
」
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
「
暗
唱
」
で
す
。
月
に
一
つ
ず
つ
詩
や
名
文
を
暗
唱
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

詩
や
名
文
に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、「
言
葉
」
の
す
べ
て
の
意
味
ま
で
は
分
か
ら
な
い
ま
で

も
、
そ
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
り
、
文
の
リ
ズ
ム
の
よ
さ
を
感
じ
と
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
一
つ
の
お
題
か
ら
多
く
の
言
葉
を
見
つ
け
る
「
古
今
東
西

ゲ
ー
ム
」
で
す
。
九
月
に
は
「
虫
」
、
十
月
に
は
「
秋
を
感
じ
る
言
葉
」
と
い
う
お
題
で
、
一

人
一
人
が
お
題
に
沿
っ
た
「
言
葉
」
を
考
え
、
付
箋
に
書
い
て
職
員
室
前
に
貼
っ
て
い
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
「
言
葉
」
の
世
界
は
意
外
と
広
く
、
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

「
学
習
発
表
会
」
で
は
、「
言
葉
」
だ
け
で
な
く
、
動
作
も
つ
け
た
表
現
で
、
各
学
年
が

発
表
を
し
ま
す
。（
こ
の
た
よ
り
が
届
く
こ
ろ
に
は
、「
発
表
し
ま
し
た
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
） 

子
ど
も
達
の
が
ん
ば
り
へ
の
保
護
者
・
ご
家
庭
・
地
域
の
皆
様
の
、
お
褒
め
の
「
言
葉
」
も 

子
ど
も
達
の
次
へ
の
力
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ふ
だ
ん
子
ど
も
の
姿
も
見
て
い
た
だ
き
、
し

っ
か
り
と
お
褒
め
の
「
言
葉
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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国語科では、「情報の整理・複数の情報をまとめて伝え

る力」「精査・解釈」に課題が見られました。 

今後は読書量を増やし、間接的な描写から登場人物の

変容を読み取る活動を行います。 

算数では、「データを収集、分類整理する力」「問題把

握力」に課題が見られました。 

今後は他教科と関連付けてデータを活用するととも

に、問題把握を丁寧に行うようにします。 


